





Margaret Fullerʼs Italian Report
—The Fall of the Roman Republic and The Rise of New York Journalism—
 Kazuko Ueno 
 This paper discusses the last series of Margaret Fullerʼs dispatches from Rome as being both 
her finest literary achievement and a valuable historical document. As a correspondent of the New 
York Daily Tribune, she became radical in her politics as the wave of revolutions swept the 
Continent. When the French army attacked Rome to get the Pope back, she continued to send 
dispatches from barricaded Rome in support of the Italian Risorgimento. Through all of her 
dispatches, Fuller assured her position as a prominent journalist who established a new concept in 
19th century American Journalism. Aside from yellow journalism, she set her own standard of 
having the political news be the most exacting and its commentary be of historical significance. She 
clearly exemplified her political standing as a republican. With the help of Giuseppe Mazzini and 
chargé dʼaffaires Lewis Cass Jr. of the United States, she was able to put political documents in the 
paper. And in following the same European cultural trend, her romantic diction in her articles 
became stronger, more succinct, and more realistic.
　マーガレット・フラ （ーMargaret Fuller）による『ニューヨーク・デイリィ・トリビュー

























ジョージ・リプレイ（George Ripley）、チャールズ・アンダ ソーン・ダナ（Charles Anderson Dana）
など優秀な人材を集めたので、40 年代から 70 年代に『トリビューン』紙はアメリカで最
も有力な新聞となった。50 年代には 10 人の編集者、40 人の記者や通信員を抱え、1866
年には、総利益 90 万ドル、編集スタッフの給与総額は 10 万ドルを計上した。1871 年に
は雇用者数は 400 人から 500 人、週生産高は 2 万ドルを越えて世界一の新聞社となった
（Mitchell 11）。
　しかし、フラーが記者をしていた 40 年代は、『トリビューン』紙の萌芽期であった。グ























　フラーは、特派員としてローマに滞在し 1848 年から 1850 年イタリアの革命運動を支援
した。当時小国分立するイタリアでは、フランスやオーストリアの大国支配に抵抗し、ミ
ラノでは 1848 年 3 月 17 日から「栄光の 5 日間」オーストリア軍を撤退させ、3 月 22 日
マニン（Daniele Manin）がヴェネチア共和国を樹立するなど、イタリア半島全土に自由や
独立を希求する気運が漲った。教皇領のローマでは、11 月 15 日首相ロッシが暗殺され、
11 月 24 日教皇ピウスⅨ世が両シチリア王国ガエータに逃亡した（244）。1849 年 2 月 9 日、
革命運動を担ってきたマッツィーニ（Giuseppe Mazzini）がローマ共和国を樹立した。だ
















（「悲しくも栄光ある日々」（these sad but glorious days 285）「フランス人よ！君たちが破滅
させたのは誰かわかるか、…イタリアの若者の華であり、この時代の最も崇高な者たちで
ある」(O Frenchmen! ... could you know what men you destroy?…the flower of the Italian youth, 

















  第二条： ローマの大神官は、宗教上の儀式に際し独立して必要な保証がすべて与
えられる。











　これらのニュース源の一つは、マッツィーニであった。フラーは 1849 年 3 月 9 日彼の
訪問を、マーカス・スプリング（Marcus Spring）への手紙で伝えた。








































２．フランス軍の攻撃と敗退「特派員報告 30」（4 月 25 日）
　　ガリバルディの活躍・イタリア人の革命意識




























言った（James Vol.1 134）。初め、カヴァラッジェリ城門（Porta Cavallaggieri）で追い返さ
れたフランス軍が、ヴァチカン・ガーデンにいるところが見えた。「ウディノ将軍は、
ローマから 4 時間かけてチヴィタ・ヴェッキアに戻り、裏切られたと感じた。500 人の死












　フラーは、5 月 6 日付の「特派員報告 30」で、フランス軍に攻囲されたローマから報道
し、アメリカを驚かした。









































　フラーは 4 月 30 日、クリスティ・ベルジオーゾ侯爵夫人からファテ・ベネ・フラテル











る。彼女は、4 月 30 日以来監督する病院に滞在したままである。ローマに到着後、市内




























































































































　フラーは「特派員報告 34」で、6 月 22 日ローマの城門がフランス軍の手に落ちた夜、
ローマ共和国の運命が決まったと伝えた。「この数日間の猛暑は、仏軍の攻撃よりローマ
の人々にとって致命的である。昼間の仕事に加えて、仏軍の攻撃が毎晩人々を苦しめてい
る。これらの攻撃は普通の人が眠りに入ろうとする 11 時か 12 時に始まる。…爆撃は日ご
マーガレット・フラーのイタリア便り
28














7 月 2 日の夕方、フランス軍は河を渡りローマ全市を占領する予定であった。フラーは知
人とコルソ通りに行ったが、ガリバルディと連隊の出発を見送る人でごった返していた。
フラーは部隊の出発をバロックの歴史画のように勇壮に描写した。










































































saremo, colà sarà Roma.）」（Trevelyan 227）と言ったガリバルディの言葉を蘇らせるもので
ある。マッツィーニは、アンジェル・ブルネッティと息子、12 歳のロレンツォのパスポー
トを依頼したが、既に二人はガリバルディに従いローマを出発し、その後オーストリア軍
に処刑されたと言われている。第二の手紙では、「1849 年 7 月 5 日？」となっているが、
如何にマッツィーニにとって、ローマからの脱出が困難を伴うか理解できる。
  【Mazzini の手紙Ⅰ】
  マーガレット・フラー嬢へ（グリゴリアナ通り　メゾン・デイアズ宛て）











  【Mazzini の手紙Ⅱ】
  フラー嬢へ（グレゴリアーナ通り　カサ　デイズ）
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